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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、TDG/mug DNAグリコシラーゼファミリーに属します。チミンDNAグリコシラーゼ（TDG）は、DNAの糖-リン酸骨格とミスマッチしたチミンとの間の炭素-窒素結合を加水分解することにより、G/Tミスマッチからチミン部分を除去します。低活性では、この酵素はC/TおよびT/Tミスマッチからもチミンを除去します。TDGは、グアニンとのミスマッチからウラシルと5-ブロモウラシルも除去します。この酵素は、5-メチルシトシンおよびシトシンの自発的な脱アミノ化によって引き起こされる遺伝子変異に対する細胞防御において中心的な役割を果たします。この遺伝子は、染色体12のp腕に擬遺伝子を持つ可能性がある。[RefSeq提供、2008年7月]、機能：高等真核生物のDNAでは、5-メチルシトシンからチミンへの加水分解的脱アミノ化によってG/Tミスマッチが形成される。この酵素は、G/TミスマッチをG/Cペアに修正する。DNAの糖-リン酸骨格とミスマッチしたチミンとの間の炭素-窒素結合を加水分解することができる。G/Tに加えて、C/TおよびT/Tミスマッチからも、G/T >> C/T > T/Tの順序でチミンを除去することができる。アピリミジン部位に対する検出可能な活性は示さず、A/Tペアまたは一本鎖DNAからのチミンの除去を触媒しない。また、グアニンとの誤対合からウラシルおよび5-ブロモウラシルを除去することもできます。,PTM:SUMO1またはSUMO2によるLys-330のSUMO化は、生成物DNAの解離を引き起こします。,類似性:TDG/mug DNAグリコシラーゼファミリーに属します。,
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	TDG抗体を用いたJurkat細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。

